
STS TP抗体 結果の解釈 確認の方法

－ －
非梅毒
感染初期の梅毒
早期梅毒治療後

一定期間後の再検または FTA-ABS法
既往歴などの問診

＋ － BFP（Biological false positive）
感染初期の梅毒

一定期間後の再検や FTA-ABS法
臨床症状・問診と一定期間後の再検や FTA-ABS法

＋ ＋
梅毒
梅毒治療後
Pinta，Yaws など

問診
臨床症状

－ ＋

感染初期の梅毒
早期梅毒治療後
非常に古い梅毒
地帯現象（プロゾーン現象）
非特異反応

問診
問診
FTA-ABS法
歯槽膿漏など

検査結果と判定の目安 梅毒を疑われる場合は、RPRとTP抗体で検査の特性が異なるため、 RPRとTP抗体の同時測定が望ましい
とされています。下表を参考に追加検査等を含め総合判断してください。


